
短
辺
の
一
方
が
隅
丸
の
長
方
形
で
、
長
辺

（ニ
カ
所
）
と
短
辺

（
一
カ
所
）
に

穿
孔
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
器
の
底
板
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
樹
種

は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
あ
る
。
内
容
な
ど
か
ら
少
な
く
と
も
二
回
に
わ
た

っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
ず
、
種
蒔
日
な
ど
農
業
に
関
す
る
も
の

と
何
か
の
売
却
記
録
、
そ
し
て
次
に
、
裏
面
の
大
部
分
を
削

っ
て
伊
福
部
連
豊

足
の
解
文
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。
全
面
に
墨
痕
が

看
取
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
く
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
、
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
の
鶴
見
泰
寿
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
木
簡
学

会
研
究
集
会
に
お
い
て
も
多
く
の
会
員
の
方
々
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（山
下
隆
次
）

「秋
収
」
と

「収
秋
」

『平
城
京
木
簡
三
』
に
、
千
字
文
を
習
書
し
た
木
簡
が
二
点

（五
一
〇

〇
号
・
五
一
〇
四
号
）
あ
る
。
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
西
端
の
Ｊ
Ｄ
二
九

地
区
出
土
で
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪

（推
定
藤
原
麻
呂
邸
）
か
ら
廃
棄
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
百
〔は
と
も
に

「秋
収
」
と
す
べ
き
部
分

を

「収
秋
」
と
記
す
。
他
に
は
誤
記
は
確
認
で
き
な
い
。
廃
棄
元

・
出
土

地
が
共
通
す
る
こ
点
の
木
簡
で
、
同
様
の
誤
記
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

一
つ
に
は
、
同
じ
人
物
が
誤
記
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
彼
は
ど
う
し

て
も
そ
の
部
分
を

「収
秋
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
も
う

一
つ
に
は
、
同

じ
テ
キ
ス
ト
を
写
し
た
結
果
と
い
う
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
元
の
テ
キ
ス
ト

が

「収
秋
」
で
、
そ
れ
を
写
し
た
習
書
も
同
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ど
ち
ら
の
蓋
然
性
が
高
い
か
、
俄
に
は
決
め
が
た
い
。
筆
跡
は
比
較
的

似
て
い
る
が
、
丁
寧
な
文
字
で
癖
が
乏
し
い
分
、
同

一
人
物
の
文
字
か
判

別
し
が
た
い
。
た
だ
、
前
者
の
場
合
も
、
習
書
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
同

一
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「収
秋
」
と
記
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
可
能
性

も
残
る
。

な
お
、
比
較
的
近
接
し
た
東

一
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
は

「秋
収
」
と
書

か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

〓
二
、

一
〇
頁
上
段
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（馬
場
　
基
）


